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科目コード 授業科目名 単位数・学期 受講年次 授業区分 担当教員名  

17158 

(17156) 

中国語特演B 

（中国語Ⅵ） 
2単位 後期 1～4 講義 運天 亜紀子（非）  

 

■テーマ 中国語Ⅴに続き、二年間学んだ中国語の復習、及び話す、聞く、書く能力のさらなる向上を目指す。 

 

■授業概要 

中国語Ⅰ～Ⅳに引き続き、2年間学んだ中国語の復習、及び話す、聞く、書くといった総合的な能力の向上を目指

す。また、講読の要素を取り入れ、長文読解、手紙の書き方、文章の翻訳、作文の書き方など、日常生活に必要な実

践的な作文力をつける。必要に応じて中国語検定試験の資料の提供、及び模擬試験を行う。 

 

■学習目標 

 中国語検定3級程度の語彙力をつけ、簡単な長文を読み、正しく理解できるようにする。また、辞書に頼らず簡単

な日常会話をスムーズに行い、日記程度の作文が書けるようにする。 

 

■授業計画・方法 

 基本的に講義中心の授業であるが、講読の要素を取り入れるため、テキストを指定せず、適宜レジュメやプリン

トを配布して様々なジャンルの文章を学習する。必要に応じてビデオ、ＣＤ、ＤＶＤ等を利用する。場合によって

は輪番で発表形式のリポートを行う。その際には担当者にレジュメの提出を課す。また、受講者の要望に応じて授

業内容を変更する場合もある。 

 

（１） 短文を読む（１）                    （10） 新聞記事を読む（１） 

（2） 短文を読む（2）                    （１１） 新聞記事を読む（2） 

（3） 短文を読む（3）                    （１２） 中国語検定模擬試験 

（4） 推理小説を読む（１）                 （１３） 故事成語 

（5） 推理小説を読む（２）                 （１４） 漢詩を読む、中国語で歌おう！  

（６） 推理小説を読む（３）                 （１５） 期末テスト、及び総まとめ 

（７） ＤＶＤ鑑賞会「中国映画を見よう！」 

（８） コメディドラマで会話を学ぼう（１） 

（９） コメディドラマで会話を学ぼう（２） 

 

■履修上の留意点（授業以外の学習方法を含む） 

中国語Ⅲ、中国語Ⅳを履修済みであること。 

（平成27年入学者：Ⅲ、Ⅳ履修済みが望ましいが、担当教師との面談で中国語Ⅳとの同時履修も可。） 

受講の際には必ず辞書（電子辞書可）を持参し、授業の前に新出単語等の予習や確認をしておくこと。 

平成26年度以前入学の学生は「中国語Ⅵ」を登録すること。 

 

■成績評価の方法・基準 

 学期末テストを中心（70％）に、単語テストの結果や宿題の提出状況（15％）、日頃の授業態度（出席状況や発言）

（15％）を加味して評価する。 

 授業の中で扱う様々なジャンルの中国語の文章に対応し、正確に日本語訳ができるようにする。中国語検定3級程

度の日常会話語（1000～2000 語）を適当な場面で使用できるようにし、辞書を使いながら日記程度の中国語の文章

を作文できるようにする。中国語検定模擬試験（3 級）の際、筆記、リスニング共に 65 点以上とれるようにする。

課題の単語ドリル等はきちんと提出する。 

 

■教科書・参考文献（作品）等 

□教科書 必要に応じてプリントやレジュメを配布する。 

□参考文献（作品） 授業中随時紹介する。 


